工作実習（専門科目）　　　　　　　　　　　　　　【2005年度用】
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科目名：工作実習（英文科目名：Manufacturing practice）

　　　　3単位　必修　機械工学科2年　通年　

担当教官：田中好一　（居室：機械棟1階）

　　　　Tel: 0285-20-2207    E-mail: tanaka@oyama-ct.ac.jp
授業目的：

1． 工作機械に慣れること。
2． 工作実習に関する基礎を学ぶこと。
達成目標：

1． 工作機械の基礎的な操作ができること。

2． 工作実習に関する基礎の理解ができること。

プログラムの学習・教育目標： (A-1), (B-3)

　JABEE基準1の（1）との関係： d（2-ｄ）, h

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：作業前に配布されるテキストを使用。

参考書：

1． 平井三友、和田任弘、塚本晃久著「機械工作法」コロナ社

2． ｢実習工場安全の手引き｣小山高専実習工場・機械工学科
 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

班編成のもと、１テーマを６週で完了して年間５テーマの内容を行う．

各班ごとの担当指導員により実施。

1． 鋳造作業（砂型の製作、アルミの鋳込み作業、鋳物製品の仕上げ加工）（６週）

2． 溶接作業（被覆アーク溶接の実技練習、水槽製作と水漏れ試験）（６週）　　

3． 旋盤作業（段付きシャフトの製作、外丸削り、端面削り、段削り、溝削り、テ－パ削り）（６週）

4． 特機作業（横フライス盤と形削盤による平行台の製作）（６週）

5． 計測及びものづくり教育（基礎，　？　　）（６週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　課題実習，レポート提出の内容を評価する。

連絡事項：

1． 各テーマ６週ごとにレポートを提出すること。 

2． 実習は実技を重んじるため，病気，事故等以外に休まないこと。

（休む場合には、予めその理由を担当教官に連絡すること。）

3． 定期試験は実施しない。
４．機械系科目の全分野に関わる重要な実習科目である。
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